弔辞
故井上喜一先生を偲び、慎んで哀悼の辞を捧げます。
井上喜一先生、こんなにも早く、そしてあまりにも突然に、お別れの時が来るとは思いもよりませんでした。井上先生が大きな体をゆさぶりながら、地元を回っておられたのが、ついこの間のように思い出されます。
　先生が、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よみじ),黄泉路)へ旅立たれてから早や７０日の時が移ろいました。生命の限りと日月（じつげつ）の去る様に今、自然の無情を痛感しているところでございます。
　私の脳裡には、後年になって、体調EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かんば),芳)しからずときにも「死して後已（のちや）む」の気概を満身に込められて、地域の発展にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ていしん),挺身)されておられた姿が焼きついています。
思い起こせば、小選挙区制度が導入され、先生のかつての選挙区であった明石の地から、私が立候補を決意し、ご相談申し上げた時のことを今でも思い出します。先生は大きなグローブのような手で握手され「勝てるぞ、頑張れよ」と励まして下さいました。胸がカァーっと熱くなったこと、昨日のことのようです。静岡への後援会旅行にも連れて行って頂いた時、夜遅くまで後援会の皆様と膝をつき合わせて、酒を酌み交わしながら、日本の国や地元の行く末を説いておられる姿が強く印象に残っています。
先生の生涯を思い起こしてみますと、まさにふるさとの発展に心血を注ぎ、住民の幸せをつくることに身を尽くされた一生でありました。　
地元小野高校から東京大学法学部に学び、農林水産省構造改善局長を退官されてから、地元の皆様の熱い願いを受けて勇躍、衆議院議員として第一歩を印されたのです。
　爾来、その足跡はライフワークである農業の振興をはじめ、防災担当相として阪神･淡路大震災の復旧復興、被災者の救済支援に奔走されるなど、兵庫の地に、北播磨の空に大きな輝きを灯し続けています。私が県の会長を務めております土地改良事業についても、地域の農村基盤をつくるものとして、深い情熱を注がれました。その燦然たる様や、まさに一樹を以って杜（もり）をなすと表現しても過言ではありません。
井上喜一先生、いま、自民党が再建の途上にあるとき、先生のご経験と高いご見識が必要なのです。永久のお別れは痛恨の極みであります。この上は、残された私たちが、先生の残された足跡をたどりつつ、先生の地元を愛する思いをしっかりと引き継ぎ、地域の皆さんの幸せを第一に考える、新生自民党として、必ずや再生し、政権奪回に向けてまい進することをお誓い申し上げます。私も県連会長としてその先頭に立ってまいる決意でございます。
　どうぞ、安らかにお眠り下さい。そして、まだまだ未熟な私たちを天上から暖かくお見守り下さいませ。
心からご冥福をお祈りしつつ、お別れの言葉とさせて頂きます。
　井上喜一先生　さようなら。
自由民主党兵庫県支部連合会会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衆議院議員　西村康稔
